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３

アオサ収穫に珍客が飛来
　長島町に面する八代海沿岸は、本町特産のアオサ（ヒトエグ
サ）の生産地で、１月から５月にかけて収穫の時期となります。
　諸浦島の葛輪漁港では、収穫作業が最盛期を迎えたこの時期
に、越冬のため中国方面から飛来した野鳥の“ショウビタキ”が、
収穫の作業に一汗流してくれています。
　実はこの鳥、アオサの洗浄に使ったタオルに付いている小さ
なエビなどが狙い。作業後、タオルを干すと人間を怖がらずせっ
せと獲物をついばみ、１時間もするときれいにしてしまいます。
　同漁港で収穫作業していた前田櫻さんは「作業中は毎日来る
のでかわいくなった。たくさん食べて古里に帰る力を蓄えて」
とやさしく見守っていました。



ウォーキング日和！
獅子島を大いに満喫

獅子島ウォーク 2013・フェア開催

色付く甘夏を横に歩く参加者たち標高 393 ㍍の七郎山山頂から天草方面を望む

午前 10 時の号砲でスタート

着ぐるみの帽子をかぶった仲良し 4 人組のゴール
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鹿
児
島
県
最
北
端
の
島
「
獅
子

島
」
で
２
月
３
日
、『
獅
子
島
ウ

ォ
ー
ク
２
０
１
３
』
と
『
獅
子
島

フ
ェ
ア
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
こ
の
時
期
に
珍
し

く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
県
内
は
も

と
よ
り
、
遠
く
は
大
阪
府
や
宮

崎
県
な
ど
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

１
５
０
０
人
の
応
募
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
約
６
０
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
は
、
片
側
集

落
に
あ
る
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ

ン
タ
ー
を
発
着
点
と
し
て
、
七
郎

山
（
標
高
３
９
３
㍍
）
山
頂
を
折

り
返
す
13
㌔
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
者
ら
は
、
長
島
本

島
の
諸
浦
港
や
熊
本
県
水
俣
市
の

水
俣
港
、
天
草
市
の
中
田
港
か
ら

定
期
船
や
貸
切
船
な
ど
で
次
々
に

訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
獅
子

島
を
満
喫
し
よ
う
と
前
日
か
ら
島

内
の
民
宿
に
宿
泊
し
た
参
加
者
も

い
る
な
ど
、
島
内
が
活
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
〝
ジ
ミ
ー
入

枝
＆
チ
ョ
ー
水
間
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ

ｔ
ｓ
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
〟
に
よ
る
歌
と
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
。
参
加
者
と
一
緒
に
な
っ
た
ス

ト
レ
ッ
チ
運
動
も
あ
り
、
会
場
は

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
あ
い
さ
つ
で
、
獅
子

島
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
の
池
田

卓
男
委
員
長
は
「
よ
う
こ
そ
獅
子

島
へ
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
。
標
高

３
９
３
㍍
の
七
郎
山
山
頂
ま
で
の

道
の
り
は
難
所
も
あ
る
が
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
。
終
了
後

は
、
抽
選
会
も
あ
る
の
で
楽
し
み

に
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

川
添
健
町
長
は
「
本
日
は
最
高
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
。

山
頂
か
ら
見
渡
せ
る
３
６
０
度
の

大
パ
ノ
ラ
マ
を
見
て
ほ
し
い
」
と

獅
子
島
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
は
午
前
10
時
。
花
火

の
合
図
で
一
斉
に
歩
き
始
め
、
中

継
地
点
や
七
郎
山
山
頂
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
お
茶
や
ポ
ン
カ
ン
、
あ

め
な
ど
を
手
渡
し
、
獅
子
島
ア
イ

ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
婦

人
会
が
ア
オ
サ
汁
と
お
に
ぎ
り
を

振
る
舞
い
、
手
作
り
の
味
で
参
加

者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
発
着
点
と
な
っ
た
獅

子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
前

で
、
獅
子
島
フ
ェ
ア
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ナ
マ
コ
や
ア
オ
サ
、
ミ

カ
ン
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
な
ど
地
元
特

産
品
が
販
売
さ
れ
、
新
鮮
な
食
材

が
格
安
で
手
に
入
る
と
あ
っ
て
、

各
出
店
に
は
買
い
物
客
が
殺
到
す

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
獅
子
島
で
水
揚
げ

さ
れ
た
魚
が
炭
火
焼
き
で
味
わ
え

る
″
獅
子
島
グ
リ
ル
〟
も
登
場

し
、
参
加
者
の
お
な
か
を
満
た
し

て
い
ま
し
た
。

　

日
置
市
か
ら
参
加
し
た
上
田
平

勝
雄
さ
ん
、清
子
さ
ん
夫
婦
は「
新

聞
で
開
催
を
知
り
応
募
し
た
と
こ

ろ
、
抽
選
が
当
た
り
参
加
が
で
き

て
う
れ
し
い
。
自
然
を
満
喫
し
な

が
ら
楽
し
み
た
い
」
と
ス
タ
ー
ト

前
に
話
し
ま
し
た
。

　

折
り
返
し
地
点
で
休
憩
し
て
い

た
、
出
水
市
か
ら
友
人
2
人
で
参

加
し
た
田
平
聰
子
さ
ん
と
福
山
栄

子
さ
ん
は
「
天
気
が
良
く
て
気
持

ち
が
い
い
。
七
郎
山
山
頂
か
ら
自

分
の
住
む
出
水
市
や
島
原
半
島
の

普
賢
岳
も
見
え
て
、
景
色
の
良
さ

に
感
動
し
た
」
と
心
と
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
フ
ェ
ア
会
場
前
の

片
側
港
で
は
、
海
上
自
衛
隊
の
掃

海
艇
「
し
し
じ
ま
」
も
寄
港
し
、

同
船
の
一
般
公
開
も
行
わ
れ
、
多

く
の
人
が
船
内
に
足
を
運
び
、
休

日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

“ジミー入枝＆チョー水間 prsents デ
スティニー・ブラザーズ” によるオー
プニングセレモニー

参加者とのストレッチ運動が盛り上がった、 鹿児島の
俗謡「茶わん虫の歌」をアレンジした「ドゥーワップ・
茶わん虫体操」

一般公開が行われた海上自衛隊の
掃海艇「ししじま」

好評だった「獅子島グリル」

獅子島特産の海産物を買う参加者ゴール後のお楽しみ抽選会
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108 年の
歴史に終止符

　

今
年
の
３
月
末
閉
校
す
る
幣
串
小
学
校
（
坂
元
英

透
校
長
）
の
閉
校
式
が
２
月
10
日
、
同
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
会
場
に
は
、
校
区
民
や
同
校
卒
業
生
、
同

校
に
勤
務
し
て
い
た
教
職
員
ら
約
２
５
０
人
が
出
席

し
、
地
域
と
共
に
過
ご
し
た
１
０
８
年
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

式
辞
で
坂
元
校
長
は
「
明
治
36
年
2
月
に
片
側
小

学
校
幣
串
分
教
場
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
０
８
年
の

歴
史
が
途
絶
え
る
の
は
悲
し
い
が
、
今
後
も
地
域
住

民
が
一
体
と
な
り
、
新
し
い
幣
串
の
姿
に
期
待
し
た

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
の
10
人
は
、
別
れ
の
言
葉
を
分
担
し
て

発
表
。
１
２
２
２
番
目
で
、
今
年
最
後
の
卒
業
生
と

な
る
荒
田
桃
子
さ
ん
は
「
閉
校
し
寂
し
く
な
る
が
、

私
た
ち
に
は
幣
串
小
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
る
の
で
、
幣
串

の
強
い
絆
で
見
守
っ
て
支
え
て
ほ
し
い
」
と
涙
を
こ

ら
え
な
が
ら
述
べ
ま
し
た
。

　

幣
串
小
学
校
の
あ
ゆ
み
で
は
、
学
校
と
地
域
住
民

が
持
ち
寄
っ
た
幣
串
の
古
き
時
代
の
写
真
が
説
明
と

と
も
に
上
映
さ
れ
、
出
席
者
ら
は
懐
か
し
ん
で
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
同
校
運
動
場
内
に
設
置
さ
れ
た
記

念
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
思
い
出
を
語
る
会

で
は
、
児
童
と
中
学
生
が
〝
幣
串
ソ
ー
ラ
ン
〟
の
踊

り
を
披
露
し
、
幣
串
小
へ
の
強
い
思
い
を
表
現
し
ま

し
た
。

　

同
地
区
出
身
で
出
水
市
に
住
む
濱
清
吾
さ
ん
（
61

歳
）
は
「
島
外
に
い
る
が
幣
串
は
最
高
の
故
郷
。
学

校
は
な
く
な
る
が
、
い
こ
い
の
場
所
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
学
校
跡
地
の
活
用
に
期
待
し
ま
し
た
。

涙をこらえ別れの言葉を述べる児童

学校長と児童代表による校旗返納

校区民ら約 250 人が出席

幣串小学校のあゆみを紹介 閉校記念碑の除幕を行う関係者

思い出を語る会で＂幣串ソーラン” を披露する子どもたち

幣串小学校閉校式

26
年
前
の
統
合
を
経
て
…
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26
年
前
、
片
側
小
学
校
と
御
所
浦
小
学
校
が
統
合

し
た
獅
子
島
小
学
校
（
日
髙
好
治
校
長
）
は
、
新
た

な
再
編
で
幣
串
小
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
、

２
月
24
日
、
同
校
で
閉
校
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
会
場
に
は
、
閉
校
を
惜
し
む
校
区
民
や
同

校
卒
業
生
、
同
校
に
勤
務
し
て
い
た
教
職
員
ら
約

２
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
辞
で
日
髙
校
長
は
「
同
校
は
最
高
64
人
の
児
童

が
い
た
時
代
か
ら
現
在
は
12
人
。
少
人
数
の
学
校

だ
っ
た
が
、
地
域
に
見
守
ら
れ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。
同
校
で
培
っ
た
教
育
を
も

と
に
21
世
紀
の
子
ど
も
と
し
て
羽
ば
た
い
て
」
と
感

謝
の
気
持
ち
と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

別
れ
の
言
葉
で
全
校
児
童
の
12
人
は
、
昨
年
度
作

詞
し
た
曲
「
あ
り
が
と
う
し
し
じ
ま
」
を
合
唱
。
最

後
に
一
人
一
人
が
同
校
で
の
一
番
の
思
い
出
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

最
後
の
卒
業
生
で
、
卒
業
証
書
１
７
９
号
と
な
る

梅
川
翔
平
く
ん
は
「
み
ん
な
と
協
力
し
な
が
ら
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
6
年
間
を
振

り
返
り
、
同
１
８
０
号
の
島
田
梨
於
那
さ
ん
は
「
閉

校
は
寂
し
い
け
ど
、
中
学
校
で
は
友
達
を
た
く
さ
ん

つ
く
り
部
活
動
を
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま

し
た
。
同
校
の
卒
業
生
で
、
こ
の
日
式
典
に
福
岡
県

か
ら
帰
省
し
た
大
学
生
の
田
口
諒
人
さ
ん
は
「
自
分

も
獅
子
島
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
育
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
同
校
の
卒
業
生
と
し
て
誇
り
を
も
っ
て
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
同
校
前
庭
に
設
置
さ
れ
た
記
念
碑

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
祝
賀
会
で
は
、
児
童

に
よ
る
和
太
鼓
と
竹
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

３月末で閉校となる獅子島小学校 獅
子
島
小
で
閉
校
式

一人一人が同校での思い出を語った「別れの言葉」

学校長と児童代表による校旗返納閉校記念碑の除幕を行う関係者

祝 賀 会 で 和 太 鼓 と 竹 太 鼓
を披露する児童たち 26

年
前
の
統
合
を
経
て
…
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平成 23 年度決算の
連結財務諸表を公表します

　平成 18 年 6 月に成立した「行政改革推進法」を契機に、地方の資産・債務改革の一環として「新
地方公会計制度の整備」が位置付けられました。
　地方公共団体は、総務省の「新地方公会計制度研究会」で示された「基準モデル」または「総
務省方式改定モデル」を活用し、発生主義・複式簿記の考えかたに基づき、地方公共団体単体お
よび関連団体の連結ベースでの財務諸表 4 表（貸借対照表・資金収支計算書・行政コスト計算書・
純資産変動計算書）を作成することになりました。
　本町では「総務省方式改定モデル」を活用して、平成 23 年度決算の連結財務諸表を作成して
います。（P6~9)

連結財務諸表とは？
　長島町は、普通会計で実施している事業のほかにも、公営事業会計などの特別会計を設けて行政

サービスを行っています。

　また、ほかの地方公共団体と一部事務組合を設置して特定の事業を行ったり、町が自ら出資した

団体と連携して行政サービスを行うこともあります。そのため、普通会計の財務諸表を作成するだ

けでは、町の財務状況の全体を把握することはできません。 

　そこで、長島町の普通会計、公営事業会計と併せて関係団体なども連結した財務諸表を作成する

ことで、町財政の全体の姿が見えてきます。

普通会計

簡易水道特別会計
諸浦港埠頭特別会計 
農業集落排水特別会計 
漁業集落環境整備特別会計 
特定地域生活排水処理特別会計
国民健康保険特別会計
国民健康保険診療施設特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

北薩広域行政事務組合
阿久根地区消防組合
鹿児島県市町村総合事務組合
鹿児島県後期高齢者医療広域連合
長島町観光公社  
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貸借対照表（バランスシート）
　連結貸借対照表（バランスシート）は、会計年度末に長島町が保有している資

産と、その資産を取得するために使ったお金の調達方法を表しています。現金の

収支に注目するこれまでの決算書では表示することができなかった町の財産や負

債など、これまでの資産形成の結果を知ることができます。

【資産の部】 金額（千円） 【負債の部】 金額（千円）
公共資産（※１） 58,141,214 固定負債  15,410,503
投資等（※２）     4,170,560 　地方債  13,387,133
　投資及び出資金        129,018 　退職手当引当金    1,844,988
　基金など     4,021,342 　その他       178,382
　その他          20,200 流動負債   1,476,479
流動資産（※３）    2,590,328 　翌年度償還予定地方債   1,372,894
　現金・預金    2,570,339 　賞与引当金         90,104
　未収金          18,362 　その他         13,481
　その他            1,627 負債合計（※４） 16,886,982

【純資産の部】
　純資産合計（※５） 48,015,120

資産合計 64,902,102 負債 + 純資産　合計 64,902,102

※１…道路や学校など長島町が保有する公共施設の総額
※２…特定の目的で積み立てた基金や出資金などの総額
※３…現金や預金などの総額
※４…地方債の残高、退職手当などの総額（将来世代が負担する金額）
※５…国と県から、道路、学校などの整備の財源として受けた補助金や地方   
             税などの総額（これまでの世代が負担してきた金額）

⇩

【資産の部】 金額（万円） 【負債の部】 金額（万円）
公共資産（※１） 509.6 固定負債  135.1
投資等（※２）   36.6 　地方債  117.3
　投資及び出資金     1.1 　退職手当引当金    16.2
　基金など   35.3 　その他      1.6
　その他     0.2 流動負債    12.9
流動資産（※３）   22.7 　翌年度償還予定地方債    12.0
　現金・預金   22.5 　賞与引当金      0.8
　未収金     0.2 　その他      0.1
　その他     0.0 負債合計（※４） 148.0

【純資産の部】 金額（万円）
純資産合計（※５） 420.9

資産合計 568.9 負債 + 純資産合計 568.9

連結貸借対照表を住民 1 人あたりに換算すると ･･･

※１…所有している土地や建物、車など
※２…有価証券や定期預金など
※３…現金や普通預金等
※４…将来支払わなければならないお金（ローンの残高など）
※５…すでに支払ったお金（土地や建物の購入のための親からの援助金や、　
　　　自己資金など）

平成 24 年３月 31 日時点の人口：11,408 人で計算
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行政コスト計算書

　行政サービスを提供する際に発生する支出のうち、資産の取得

（土地や建物の購入など）にかからない支出と、行政サービスの

対価として得られた収入を計上しています。純経常行政コストで

見ると収益が費用を下回っていますが、これは行政コスト計算書

上の収入に、行政サービスの直接的な収入のみを計上しているた

めです。

【区分】 金額（千円） 【区分】 金額（千円）

経常費用 14,974,992 経常収益    2,471,195

　人にかかるコスト（※１）   1,751,384 　使用料・手数料          56,493

　物にかかるコスト（※２）   4,682,665 　分担金・負担金・寄附金（※５）    1,097,975

　移転支出的なコスト（※３）   8,187,458 　保険料       557,891

　その他のコスト（※４）      353,485 　事業収益       737,745

　その他特定行政サービス収入         21,091

純経常行政コスト 12,503,797

※１…職員給与のほかに、賞与引当金や退職手当引当金の繰入額が計上
※２…物件費のほかに、施設の維持補修費や減価償却費が計上
※３…移転支出的なコストには社会保障の給付や他会計への繰出金等が計上
※４…その他のコストには支払利息などが計上
※５…行政サービスの直接の対価である使用料・手数料と分担金・負担金・寄付金を    
              経常収益として計上

純資産変動計算書

　連結貸借対照表の純資産の部の増加要因と減少要因を計上し、純資産が

１年間でどのように変動したのかを示しています。

　純資産の増加要因には、行政サービスの対価として支払われる以外の収

入（税収や国・県からの補助金など）があり、減少要因には、連結行政コ

スト計算書で算出される純経常行政コストや災害復旧などで臨時的に必要

となった支出などが計上されます。

【区分】 金額（千円）

前年度末の残高…[A]      47,643,334

　純経常行政コスト…[B] △ 12,503,797

　経常的な収入…[C]      12,976,721

　臨時損益…[D]        △ 80,103

　その他…[E]        △ 21,035

当年度末の残高…[A] －（[B]+[C]+[D]+[E]）     48,015,120

　純資産が昨年度よりも増加した場合
は、負債の増加より資産の増加のほう
が多かったことを示しています。逆に
純資産が減少した場合は、行政コスト
が多くかかり、資産の増加より負債の
増加が多かったことを示しています。
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資金収支計算書

　連結貸借対照表の現金が１年間でどのように変化し

たのかを表しています。

　現金の使いみちによって３つの区分に分け、どのよ

うな行政活動にいくら使ったのかが分かります。

【区分】 金額（千円）

前年度末の残高…[A]       2,543,340

　経常的収支…[B]       3,178,674

　公共資産整備収支…[C] △ 1,248,129

　投資・財務的収支…[D] △ 1,904,368

　経費負担割合変動に伴う差額…[E]                  822

【※当年度の資金変動額】            26,999

当年度末の残高…[A] －（[B]+[C]+[D]+[E]）        2,570,339

経常的収支
　行政サービスの提供で必要となる人件費や物
件費などの支出と税収などによる収入が計上。
公共資産整備収支
　道路や施設の取得のために支出した金額とそ
の財源となった公債や補助金が計上。
投資・財務的収支
　支出には基金への積立額や公債の償還額が、
収入には公債発行収入や貸付金の回収額などが
計上。

長島町の財政分析

【区分】 平成 22 年度 平成 23 年度 対比

純資産比率（％）              73.9              74.0          0.1

純資産（千円） 47,643,334 48,015,120 371,786

資産合計（千円） 64,500,073 64,902,102 402,029

　連結財務諸表作成によって、従来とは違う新しい視点から財政の分析ができるようにな

りました。

　本町もこれらの分析データを活用しながら、より一層の行財政改革を進めます。

≪純資産比率≫
　「資産合計」 に占める「純資産」 の割合が
平 成 22 年 度 か ら 平 成 23 年 度 に か け て わ ず
かに増加していることから、当該期間は財政
上のバランスが保たれていることが分かりま
す。逆に比率が減少している場合は、負債の
割合が増えているということになり注意が必
要です。

【区分】 平成 22 年度 平成 23 年度

流動比率（％）         170.9         175.4

流動資産（千円） 2,603,732 2,590,328

流動負債（千円） 1,523,902 1,476,479

≪流動比率≫

　貸借対照表の流動資産（現金化しやすい資産）と、流動
負債（翌年度支払わなければならない負債）の割合を示す
ことで、短期的な資金繰りの安定性が分析されます。
　この比率が高ければ高いほど短期的な資金繰りは安定し
ているといえます。一方で、この比率が 100％を下回った
場合は、短期的な資金繰りに行き詰まる危険があります。
本町では 175％と安定した水準にあり、資金繰りに余裕が
あるといえます。

◎問い合わせ先
　役場企画財政課財政係
　☎（86）1134［直通］
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長島町人事行政の
運営等の状況を公表します

　町では、「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づいて、職員の任免や職員数、
給与などの状況を公表します。（P10~12）

１　職員の任免及び職員数に関する状況
平成 23 年 4 月 1 日

職員数
平成 23 年度

退職者数
平 成 24 年 4 月 1 日

採用者数
平 成 24 年 4 月 1 日

職員数
155 人 ５人 7 人 157 人

（注）１　平成 23 年 4 月 1 日採用者のうち、1 人は阿久根地区消防組合派遣職員の復帰です。

２　職員の給与の状況
(1) 職員給与費の状況（一般会計決算）

区　　分 職員数 給　　与　　費 一人当たり
Ａ 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ 給与費 B/A

平成 23 年度 136 人 549,380 千円 77,100 千円 202,352 千円 828,832 千円 6,094 千円

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。

　　  ２　職員数は、平成 23 年 4 月 1 日現在の人数です。

(2) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

長島町 45.7 歳 336,800 円 376,769 円

（注）１　「平均給料月額」とは、平成 24 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

　　  ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤　　

　  務手当などのすべての諸手当の額を合計したものです。

(3) 職員の初任給の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）
区　　分 長　島　町 国

一般行政職 大学卒 172,200 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 140,100 円

(4) 一般行政職の級別職員数の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）
区　　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主任
主査

主幹
係長
主査

課長補佐
技術補佐

主幹等
課長等

職員数 6 人 13 人 20 人 29 人 36 人 18 人
構成比 4.9％ 10.7％ 16.4％ 23.8％ 29.5％ 14.8％

(5) 職員の手当の状況

①期末手当・勤勉手当（平成 23 年度支給割合）
長　　島　　町 国

期末手当　2.60 月分　　　勤勉手当　1.35 月分 期末手当　2.60 月分　　　勤勉手当　1.35 月分
（加算措置の状況）

・役職加算 5 ～ 15％

（加算措置の状況）

・役職加算 5 ～ 20％　　管理職加算 10 ～ 25％
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②退職手当（平成 24 年 4 月 1 日現在）　
長　　島　　町 国

（支給率）　　自己都合　　　　勧奨・定年

勤続 20 年　　23.50 月分　　　32.76 月分

勤続 25 年　　33.50 月分　　　41.34 月分

勤続 35 年　　47.50 月分　　　59.28 月分

最高限度額　   59.28 月分　　　59.28 月分

         その他の 　　定年前早期退職特例措置

         加算措置        （退職手当組合特例制度による）

（支給率）　　自己都合　　　　勧奨・定年

勤続 20 年　　23.50 月分　　　30.55 月分

勤続 25 年　　33.50 月分　　　41.34 月分

勤続 35 年　　47.50 月分　　　59.28 月分

最高限度額　   59.28 月分　　　59.28 月分

         その他の 　　定年前早期退職特例措置

         加算措置        （２％から 20％加算）　
  １人当たり平均支給額　22,482 千円 　１人当たり平均支給額　　　―千円

③特殊勤務手当（平成 24 年 4 月 1 日現在）
支給実績（23 年度決算）  1,230 千円
支給職員１人当たり平均支給年額（23 年度決算） 39,677 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（23 年度） 20.00％
手当の種類（手当数） 10 種類

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
税務手当 徴税事務に従事する職員 町税の賦課及び徴収業務

水道業務手当 簡易水道の業務に従事する職員 簡易水道事業の維持管理業務
老人ホーム勤務手当 老人ホーム長生園に勤務する職員 老人ホームにおける介護業務等

④時間外勤務手当（平成 24 年 4 月 1 日現在）
支給実績（23 年度決算） 17,480 千円
職員１人当たり平均支給年額（23 年度決算） 113 千円

⑤その他の手当（平成 24 年 4 月 1 日現在）

手　当　名 内容および支給単価
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（23 年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（23 年度決算）

扶養手当

・配偶者　　　  13,000 円
・配偶者以外　　6,500 円
・配偶者がない場合　11,000 円　
・特定期間の加算 (16 歳～ 22 歳 )
　　   　　　　　5,000 円　

同 ― 28,539 千円 279,794 円

住居手当

・自宅
　購入等から５年以内　2,500 円
　購入等から５年経過　1,000 円

・借家　最高　27,000 円

異
自宅にかか
わる住居手
当を支給　

4,477 千円 55,272 円

通勤手当

・交通機関利用者
　運賃相当額（最高 55,000 円）

・交通用具使用者
　自動車等の使用者について、
　片道２ｋ m 以上の距離の場合、
　18,500 円を限度に支給

異

交通用具使
用 の 場 合、
距離単価が
相違

10,954 千円 93,624 円

管理職手当

・総務課長　　　　　40,000 円
・企画財政課長、総合管理課長
　　　　　　　　　36,000 円

・その他の課長　　　32,000 円

同 ― 7,488 千円 394,105 円
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(6) 特別職の報酬等の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）
区　　分 給料月額等

給

料
町　長
副町長

758,000 円
597,000 円

報

酬

議　長
副議長
議　員

303,000 円
250,000 円
227,000 円

期

末

手

当

町　長
副町長 （23 年度支給割合）　　　　2.95 月分

議　長
副議長
議　員

（23 年度支給割合）　　　　2.95 月分

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）
区　　分 状　　　　　　況
勤務時間 午前８時 30 分～午後５時 15 分

休憩・休息時間 休憩時間　60 分
勤務を要しない日 土曜日、日曜日、国民の祝日、12 月 29 日～１月３日

年次休暇 １年間に 20 日。20 日を限度に翌年に繰越
その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇等

４　職員の分限及び懲戒の状況（平成 23 年度）
　なし

５　職員の服務の状況
　地方公務員法第 30 条に「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職

務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定されています。

　この根本基準を実行するために、法令等および上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、

秘密を守る義務、職務に専念する義務、さらには政治的行為の制限など，職務上の強い制限を課してい

ます。

　服務規律の遵守については、職員研修や通知などにより、周知徹底を図り、綱紀の粛正および服務規

律の徹底に努めています。

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成 23 年度）
(1)　研修の状況

　　研修機関において職務上の階層ごとに行う、新規採用職員研修、新任課長級研修等のほか、外部講

　師を招いての「窓口サービス研修」や「パソコン研修」などを実施し、職員の能力開発、資質向上に

　努めています。

(2)　勤務成績の評定の状況

　　長島町職員の目標管理による人事評価に関する規程により、勤務評定を実施しています。

７　職員の福祉及び利益の保護の状況（平成 23 年度）
区　　分 受診者数

定期健康診断 102 人
結核定期健康診断 108 人

人間ドック 1 日ドック    66 人
2 日ドック    15 人
脳ドック      5 人

節目ドック      2 人

◎問い合わせ先
　役場総務課職員係
　☎（86）1111［代表］
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こ
ろ
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
荒
田
桃
子

さ
ん
（
幣
串
小
６
年
）
は
「
受
賞

し
た
み
ん
な
は
、
そ
の
人
に
ふ

さ
わ
し
い
賞
を
も
ら
っ
た
と
思

う
。
私
も
受
賞
を
喜
び
医
者
に

な
る
夢
を
持
っ
て
頑
張
り
た
い
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
を
受
賞
し
た

築
地
瑠
偉
く
ん
（
長
島
中
３
年
）

は
「
野
球
が
好
き
で
基
本
練
習
な

ど
努
力
し
た
。
念
願
の
鹿
児
島
実

業
に
進
学
が
決
ま
り
、
将
来
プ
ロ

野
球
選
手
に
な
る
夢
を
果
た
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
音
楽
の
花

束
と
題
し
て
「
一
人
チ
ェ
ロ
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
で
活
躍
す
る

チ
ェ
ロ
奏
者
の
吉
川
よ
し
ひ
ろ
さ

ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
自
分
の
演
奏
を
録
音
、

即
そ
れ
を
再
生
さ
せ
る
チ
ェ
ロ
奏

法
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

川添町長から一人一人に賞状が授与

「
長
島
の
子
表
彰
式
」

レジャーランド「太陽の里」などの施設が
指定管理者へ移行
指定管理となる温泉センター「東泉望」と、
レジャーランド「太陽の里」のケビン

　レジャーランド「太陽の里」と同温泉センター「東泉望」は、
これまで財団法人長島町観光公社（川添健理事長）が運営し
ていましたが、4 月 1 日から、株式会社エヌ・フーズ（知識
公洋代表取締役社長）が指定管理者となります。
　今後は、民間の活力と知恵を用いた事業計画で経営安定を
図ります。

▼九州北部および関西圏域から学生合宿の誘致を積極的に
推進。
▼本町特産品を積極的に使った料理と新メニューの開発。
▼地域コミュニティの交流の場となるよう各種イベントを
計画的に実施。
▼積極的に県内外へ情報発信を行い、観光誘致の推進。

◎問い合わせ先
　役場水産商工課商工観光係
　☎（86）1137［直通］

事業計画
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i n f o r m a t i o n

届
出
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
の

加
入
と
脱
退

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・
脱
退
や
住
所
、氏
名
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
役
場
保
健
衛
生

課
（
鷹
巣
）、
ま
た
は
指
江
庁
舎
総
合
管
理
課
で
届
け
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
も
、

国
民
健
康
保
険
は
自
動
的
に
資
格
喪
失
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

国
民
健
康
保
険
証
と
勤
務
先
の
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
遡
及
賦

課
）。
ま
た
、
保
険
証
が
な
い
の
で
届
け
出
の
日
ま
で
に
病
院
に

か
か
っ
た
医
療
費
は
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
を
使
っ
て
病
院
に
か
か
る
と
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担

し
た
分
の
医
療
費
を
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こんなとき 届け出に必要なもの

国 民 健 康
保 険 に 加
入 す る と
き

ほかの市町村から長島町に転入してきたとき ほかの市町村からの転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者でない理由の証明書、印鑑
子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、印鑑

国 民 健 康
保 険 を や
めるとき

ほかの市町村へ長島町から転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき 保険証、職場の健康保険の保険証、印鑑
職場の健康保険の被扶養者になったとき 保険証、職場の健康保険の保険証、印鑑
国保被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
生活保護を受け始めたとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑
外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書、印鑑

会 社 を 定
年 退 職 し
たとき

退職者医療制度の対象となったとき　　　
※退職医療制度とは、会社などを退職して、年金（厚生
年金など）を受けられる 65 歳未満の人とその被扶養者（65
歳未満の国保被保険者）のための医療制度です。

保険証、年金証書、印鑑
※退職者医療制度の対象となったら、必ず届け出を
お願いします。

その他

長島町内で住所が変わったとき 保険証、印鑑
世帯主や氏名が変わったとき 保険証、印鑑
世帯が分かれたり、一緒になったとき 保険証、印鑑
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印鑑
保険証をなくしたとき 身分証明書（運転免許証など）、印鑑

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

国
民
健
康
保
険
係　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
３
月

末
日
ま
で
に
、
各
公
民
館
な
ど
に
お
い
て
配
布
す
る
予
定
で

す
。
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
各
公
民
館
長

を
通
し
て
連
絡
し
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る

と
更
新
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
と
は
？　

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
は
、
価

格
の
安
い
薬
で
す
。
医
療
機
関
で
処
方

さ
れ
る
医
薬
品
に
は
、
同
じ
効
果
・
成

分
で
も
、
高
い
薬
の
「
新
薬
（
先
発
医

薬
品
）」
と
安
い
薬
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）」が
あ
り
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
よ
り
約
２
～

７
割
も
安
価
で
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
と
新
薬
、

ど
ち
ら
を
使
用
す
る
か
は
、
患
者
さ
ん

自
身
が
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を
選
ぶ
こ

と
は
、
薬
代
を
低
く
抑
え
、
自
己
負
担

額
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
伸
び
続
け
る
医
療
費
の
削
減
も
期

待
で
き
、
厚
生
労
働
省
で
は
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
と
「
希

望
シ
ー
ル
」
に
よ
る
使
用
促
進
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
に
切
り

替
え
た
い
と
き
は
？　

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
言

い
に
く
い
場
合
は
、｢

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
カ
ー
ド｣

ま
た
は
「
希
望

シ
ー
ル
」
を
提
示
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
使
用
し
て
い
る
薬
や
症
状
に
よ
っ
て

は
、
先
発
医
薬
品
し
か
発
売
さ
れ
て
い

な
い
場
合
や
、
調
剤
す
る
薬
局
で
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
取
り
扱
っ
て
い
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

活
用
し
て
！
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」
と
「
希
望
シ
ー
ル
」 

14Nagashima town Public Relations



NAGASHIMA TOWN Public Relations

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
［
№
２
］

高
齢
者
虐
待
は
人
権
侵
害
で
す
！

◆
高
齢
者
虐
待
と
は
？

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し

て
、
高
齢
者
を
実
際
に
養
護
し
て

い
る
（
金
銭
の
管
理
、
食
事
の
世

話
や
介
護
な
ど
、
高
齢
者
の
日
常

生
活
に
必
要
な
行
為
の
管
理
や
提

供
）
家
族
、
親
族
、
同
居
人
な
ど

の
養
護
者
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
、
養
護
施
設
、
介
護
施
設
の

職
員
な
ど
の
要
介
護
施
設
従
事
者

が
と
る
、
次
の
よ
う
な
行
為
を
い

い
ま
す
。

　

虐
待
は
、
ひ
と
つ
の
種
類
が
単

発
で
発
生
す
る
と
は
限
ら
ず
、
複

数
の
虐
待
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待

 　

殴
る
、
蹴
る
、
つ
ね
る
、
無

理
や
り
食
事
を
口
に
入
れ
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

 　

怒
鳴
り
つ
け
る
、
の
の
し
る
、

悪
口
を
言
う
、
無
視
す
る
な
ど

○
経
済
的
虐
待

　

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡

さ
な
い
、
使
わ
せ
な
い
な
ど

○
介
護･

世
話
の
放
棄 

・
放
任

　

劣
悪
な
住
環
境
で
生
活
さ
せ

る
、
食
事
を
与
え
な
い
な
ど

○
性
的
虐
待

　

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
、
性

的
行
為
を
強
要
す
る
な
ど

　

高
齢
者
虐
待
は
、
高
齢
者
の
尊
厳
を
冒
す
重
大
な

人
権
侵
害
で
あ
り
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
身
近
な

問
題
で
す
。
一
人
一
人
が
決
し
て
、
高
齢
者
虐
待
を

「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
見
過
ご
さ
な
い
」
た
め

に
は
、
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
と
知
識

を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

虐
待
が
起
き
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
介
護
す
る

側
、
さ
れ
る
側
双
方
の
不
安
や
悩
み
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ご
近
所
に
気
に
な
る
高
齢
者
介
護
を
し
て
い
る
家

族
が
い
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
と
、
身
近
な

人
や
近
所
の
か
た
の
さ
り
げ
な
い
ね
ぎ
ら
い
や
気
遣

い
が
高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
で
支
え
合
い
、
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
高

齢
者
や
家
族
が
い
た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
の
相
談
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

◆
介
護
負
担
の
軽
減

　

い
つ
も
介
護
を
し
て
い
る
家
族

に
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
介
護
者

は
、
１
人
だ
け
で
介
護
を
抱
え
込

ま
ず
、
無
理
を
し
な
い
方
法
を
家

族
み
ん
な
で
話
し
合
う
な
ど
お
互

い
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
上
手
に
使
っ

て
、
介
護
負
担
を
減
ら
す
の
も
一

つ
の
方
法
で
す
。

○
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）

　

日
帰
り
で
、
食
事
や
入
浴
な
ど

の
介
護
や
心
身
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
訪
問
介
護

　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
を
訪

問
し
、
食
事
、
入
浴
、
排
せ
つ
な

ど
の
介
護
を
し
ま
す
。

○
短
期
入
所

　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

施
設
な
ど
に
短
期
間
入
所
し
、

食
事
、
入
浴
、
排
せ
つ
な
ど
の
介

護
や
看
護
を
受
け
ら
れ
ま
す
（
※

介
護
者
が
休
養
し
た
い
と
き
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
で
介
護
が
で
き
な
い

と
き
に
も
利
用
で
き
ま
す
）。
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２
月

３
日　
　
　

 

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
３
・
フ
ェ
ア

（
獅
子
島
）

　
　
　
　
　

 

掃
海
艇「
し
し
じ
ま
」表
敬
訪
問（
獅
子
島
）

４
日　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

 

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
来
庁

（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

 

長
島
町
水
産
業
振
興
推
進
協
議
会

（
長
島
町
役
場
）

５
日　
　
　

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

県
国
保
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

６
日　
　
　

 

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

平
成
25
年
度
長
島
町
当
初
予
算
町
長
査
定

（
長
島
町
役
場
）

７
日　
　
　

 

県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

県
土
地
改
良
事
業
団
連
合
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

県
国
保
連
合
会
診
療
施
設
協
議
会
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

8
日　
　
　

 

県
下
一
周
駅
伝
町
内
出
身
者
激
励
会

（
太
陽
の
里
）

９
日　
　
　

 

か
ご
し
ま
長
島
会
（
鹿
児
島
市
）

10
日　
　
　

 

幣
串
小
学
校
閉
校
式
（
獅
子
島
）

12
日　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

川
内
原
子
力
発
電
所
視
察
（
薩
摩
川
内
市
）

13
日　
　
　

 

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

14
日　
　
　

 

県
市
町
村
長
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

町
村
会
定
期
総
会
（
鹿
児
島
市
）

15
日　
　
　

 

県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
通
常
総
会

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

診
療
施
設
開
設
者
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

県
国
保
連
合
会
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）

16
日　
　
　

 

長
島
の
子
表
彰
式（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

18
日　
　
　

 

北
薩
地
域
土
改
連
連
絡
協
議
会（
さ
つ
ま
町
）

19
日　
　
　

 

百
歳
お
祝
い
訪
問
（
蔵
之
元
）

　
　
　
　
　

 

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会

（
鹿
児
島
市
）

20
日　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

21
～
22
日　

 

全
国
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会

（
東
京
都
）

23
日　
　
　

 

北
薩
地
区
植
樹
祭
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

24
日　
　
　

 

獅
子
島
小
学
校
閉
校
式
（
獅
子
島
）

25
日　
　
　

 

長
島
町
観
光
公
社
理
事
会（
長
島
町
役
場
）

26
日　
　
　

 

長
島
町
国
保
運
営
協
議
会（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

県
市
町
村
振
興
協
会
評
議
員
会（
鹿
児
島
市
）

27
～
３
日　

 

長
島
町
花
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
海
外
研
修

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

浄
化
槽
整
備
事
業
を
推
進

　

本
町
の
浄
化
槽
整
備
事
業
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、

浄
化
槽
設
置
工
事
費
（
本
体
の
み
）
に
対
し
て
補
助
金
が
増
額
さ
れ
、
個
人
負
担
金
の
軽
減

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
長
島
の
自
然
環
境
を
永
遠
に
持
続
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
水

質
保
全
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

　

不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　平成 23 年度から単独処理浄化槽（し尿のみを処理する
浄化槽）から、合併処理浄化槽に付け替えられるかたには、
撤去費の一部を補助しています。

人槽区分

個人負担金

（旧）
平成 23 年度まで

⇨
半額に軽減

（新）
平成 24 年度から
平成 26 年度まで

5 人槽 170,000 円   85,000 円

７人槽 200,000 円 100,000 円

10 人槽 250,000 円 125,000 円

浄化槽設置工事費補助金の内訳

◎問い合わせ先
　役場水道課下水道係
　☎（88）5664［直通］

◆個人設置型（個人管理型）合併処理浄化槽

９万円を上限
　（国：3 万円、県 3 万円、町 3 万円が限度額）

　浄化槽本体の設置工事を個人が行い、本体工事費に対し
て補助金を交付します。

◆単独処理浄化槽撤去費補助金

※１…浄化槽の放流口（浄化水の放流）から９㍍以内につ
              いては、35,000 円以内で補助があります。
※２…トイレ本体の改修などの工事などは、個人負担とな
　         ります。
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大
寒
や
海
峡
の
渦
蒼
く
炎
ゆ
　
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

寝
過
ご
す
な
一
言
添
へ
て
寒
見
舞
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

焼
き
芋
の
大
ぶ
り
小
ぶ
り
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
　
迫
口
　
君
代

雑
煮
箸
捏こ

ね
て
め
で
た
や
今
朝
の
膳
　
　
　
筑
前
　
初
市

初
メ
ジ
ロ
群
れ
て
飛
び
交
ふ
古
墳
か
な
　
　
大
堂
　
早
苗

段
畑
の
百
段
千
枚
初
山
河
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

ね
ん
ね
こ
に
伝
は
る
嬰や

や

の
寝
息
か
な
　
　
　
関
　
佳
代
美

三
年
を
綴
る
つ
も
り
の
日
記
買
ふ
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

揺
ら
ぐ
火
に
願
ひ
を
込
め
て
鬼
火
た
く
　
　
中
橋
　
藤
七

大
寒
の
澄
み
し
星
空
山
の
朝
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

初
漁
や
思
ひ
き
り
水み

お脈
ひ
ろ
げ
ゆ
く
　
　
　
山
嵜
加
代
子

正
月
や
母
の
い
び
つ
な
餅
を
焼
く
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

物
静
か
な
れ
ど
笑
顔
の
忘
れ
得
ぬ
友
は
病
む
夫つ
ま

残
し
逝
き

し
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

日
の
光
杉
の
間
あ
わ
い
に
照
り
映
え
て
屋
根
の
白
霜
徐
じ
ょ
に
融

け
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

潮
引
き
て
磯
焼
け
の
せ
し
石
の
面も

に
番

つ
が
い
の
海
鳥
鳴
き
交
は

し
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

ひ
た
む
き
に
初ま

ご孫
喜
び
し
姪
逝
き
て
五
年
経
ぬ
孫
も
三
人

増
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

人
形
を
人
と
思
ひ
て
繰
り
返
す
胸
骨
圧
迫
心
を
こ
め
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

窓
越
し
に
樹
木
の
揺
る
る
彼
方
に
は
雪
雲
切
れ
て
移
り
行

く
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

わ
が
夢
に
た
ま
さ
か
微
笑
む
人
見
し
を
亡つ

ま夫
と
思
ひ
て
起

き
上
が
り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

悴か
じ
かみ
し
幼
き
わ
が
手
握
り
つ
つ
温ぬ

く

め
し
祖
母
の
手
年
経へ

て

思
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

［
短
歌
］

良
い
国
を
力
ら
合
せ
て
成
す
事
よ
拗
れ
な
く
し
て
良
成
す

事
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

太
平
の
世
に
哀
し
く
親
と
子
の
断
絶
知
り
て
吾わ
れ

を
見
つ
め

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

朱
に
染
ま
る
は
る
か
な
富
士
の
輪
郭
に
鳥
ら
向
か
ひ
て
元

旦
暮
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

老
松
に
風
の
音
あ
り
山
門
を
お
参
り
並
び
進
み
手
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

［
俳
句
］

妙
身
と
な
り
我
取
り
巻
く
か
春
の
精　
　
　

宗
方　

清
明

女
子
会
川
柳

シ
テ
ィ
リ
ビ
ン
グ
編
集
部
＋
ポ
プ
ラ
社
編
集
部  

編

　17 文字のリアルなつぶやき
をお楽しみください。

ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く

岡
野  
雄
一  

著

　認知症の母との実体験をもと
に描かれた本です。笑えて泣け
ます。

温
寒
の
境
に
堪
え
て
び
っ
し
ょ
り
と
内
側
濡
れ
て
い
る
窓

硝
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

い
く
た
び
も
わ
が
家
の
家
計
助
け
き
し
実
家
の
稲
田
は
荒

る
る
に
ま
か
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

桐
の
木
の
枝
払
わ
れ
し
青
幹
は
目
鼻
も
あ
ら
ぬ
人
の
ご
と

立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

食
い
物
の
合
わ
ざ
る
わ
れ
に
来
よ
と
言
う
嫁
の
誘
い
に
踏

み
切
れ
ず
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

昨
日
よ
り
空
家
と
な
り
し
友
の
家
ひ
と
め
ぐ
り
し
て
猫
の

目
と
あ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

八
十
年
使
い
て
古
り
し
手
と
足
が
ま
だ
ま
だ
動
く
働
き
を

す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

砂
浜
に
流
れ
て
来
た
る
貝
殻
の
自
伝
消
し
た
る
ご
と
き
白

さ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

洗
わ
ん
と
作
業
着
を
叩は
た

き
零こ

ぼ

れ
出
る
百
円
ふ
た
つ
温
も
り

て
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

坂
道
を
父
親
と
上
り
笑
顔
向
け
ラ
ン
ド
セ
ル
揺
る
る
女
児

を
見
て
ゐ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

静
脈
の
透
き
見
ゆ
る
手
に
文
字
を
書
く
乱
る
も
書
け
る
は

有
難
き
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

吐
息
つ
き
囲
炉
裏
の
灰
に
文
字
を
書
く
亡
き
父
あ
り
き
わ

が
幼
き
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

た
め
ら
は
ず
乳
飲
み
子
を
連
れ
下
刈
り
の
昔
は
山
に
猪し
し

が

居
ら
ざ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子
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転
入
、
転
出
な
ど
の
手
続
き

の
た
め
、土
曜
日
と
日
曜
日
が                    

開
庁

　

本
町
で
は
、
異
動
の
多
い
こ
の

時
期
の
土
曜
日
・
日
曜
日
に
窓
口

を
開
き
、
転
入
・
転
出
・
転
居
な

ど
に
関
す
る
届
け
出
を
受
け
付
け

ま
す
。
手
続
き
に
は
、
印
鑑
、
身

分
を
証
明
す
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

○
開
庁
期
日

　

３
月
30
日
（
土
）

　

３
月
31
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

○
受
付
業
務

　

①
転
入
・
転
出
・
転
居
に
関
す

　

る
届
出
（
水
道
・
下
水
道
・
学
校
・

税
・
乳
幼
児
・
年
金
・
国
民
健
康

保
険
な
ど
に
関
す
る
業
務
を
含
む
）

　

②
各
種
証
明
書
発
行

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
住
民
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７

　

役
場
総
合
管
理
課
町
民
係

　

☎
（
88
）
５
６
５
１

川
床
へ
き
地
診
療
所
が
休
診

　

川
床
へ
き
地
診
療
所
が
4
月
1

日
か
ら
休
診
に
な
り
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
に
は
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
他
の
医
療
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
国
民
健
康
保
保
険

　

鷹
巣
診
療
所

　

☎
（
86
）
０
０
５
４

国
家
公
務
員
採
用
受
験
者
の

募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
で
は
、
平

成
25
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試

験
（
院
卒
者
試
験
、
大
卒
程
度
試

験
）
の
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

○
受
験
職
種

　

①
総
合
職

　

②
一
般
職

　

③
皇
宮
護
衛
官

　

④
法
務
省
専
門
職

　

⑤
財
務
専
門
官

　

⑥
国
税
専
門
官

　

⑦
食
品
衛
生
監
視
員

　

⑧
労
働
基
準
監
督
官

　

⑨
航
空
管
制
官

　

※
受
験
資
格
、
受
付
期
間
、
試

　

験
日
は
職
種
ご
と
に
異
な
り
ま

　

す
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確

　

認
す
る
か
、
人
事
院
九
州
事
務

　

局
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
験
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
郵
送
の
場

合
は
、
人
事
院
九
州
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/

　

saiyo.htm

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の

期
限
到
来
後
の
検
査
・
監
督

の
方
針

　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法(

以

下
「
円
滑
化
法
」)

が
本
年
３
月

末
に
期
限
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

円
滑
化
法
の
期
限
到
来
後
に
お
け

る
金
融
庁
の
検
査
・
監
督
の
方
針

（
骨
子
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
金
融
庁
の
検
査
・
監
督
の
方
針

（
骨
子
）

　

①
金
融
機
関
が
貸
付
条
件
変
更

　

な
ど
に
努
め
る
べ
き
こ
と
は
、

　

期
限
到
来
後
も
何
ら
変
わ
り
ま

　

せ
ん
。

　

②
金
融
検
査
・
監
督
の
ス
タ
ン

　

ス
は
、
期
限
到
来
後
も
変
わ
り

　

ま
せ
ん
。
金
融
機
関
に
は
、
借

　

り
手
の
経
営
課
題
に
応
じ
た
解

　

決
策
を
借
り
手
の
立
場
で
提
案

　

し
、
時
間
を
か
け
て
実
行
支
援

　

す
る
よ
う
促
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
財
務
局
鹿
児
島
財
務
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
６
１
５
５

　

http://w
w

w
.fsa.go.jp　

確
定
申
告
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
Ｘ　

で
お
早
め
に

　

平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。
確
定
申
告
期

間
中
は
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
申
告
や
記
載
要
領
な
ど
の

相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
申
告
・
納
税
期
限

　
［
所
得
税
・
贈
与
税
］

　

3
月
15
日
（
金
）

　
［
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

　

び
地
方
消
費
税
］

　

4
月
1
日
（
月
）

○
確
定
申
告
書
な
ど
作
成
コ
ー
ナ
ー

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
、

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
贈
与
税

の
確
定
申
告
書
な
ど
を
作
成
で
き

ま
す
。
ｅ
‐
Ｔ
ａ
Ｘ
の
ご
利
用
で

最
高
３
０
０
０
円
の
税
額
控
除
も

受
け
ら
れ
ま
す
（
平
成
19
年
～
平

成
23
年
分
に
控
除
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い
か
た
が
対
象
で
す
）。
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○
申
告
会
場

　

出
水
税
務
署

○
開
設
期
間

　

2
月
18
日
（
月
）
～

3
月
15
日
（
金
）

　

※
利
用
時
間
は
午
前
9
時
～
午

　

後
4
時
（
土
・
日
曜
日
は
休
み
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

ご
存
じ
で
す
か
？
青
少
年
育
成

の
日
、
家
庭
の
日
、
育
児
の
日

　

鹿
児
島
県
で
は
、「
日
本
一
の
く

ら
し
先
進
県
」
を
目
指
し
て
、
毎

月
「
青
少
年
育
成
の
日
」「
家
庭
の

日
」「
育
児
の
日
」
を
定
め
、
県
民

一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育

成
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

○
青
少
年
育
成
の
日

　

毎
月
第
3
土
曜
日
で
す
。
地
域

ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

○
家
庭
の
日

　

毎
月
第
3
日
曜
日
で
す
。
家
族

の
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、
明

る
い
家
庭
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

○
育
児
の
日

　

毎
月
19
日
で
す
。
一
人
一
人
が
、

家
庭
・
地
域
・
職
場
で
子
育
て
を

支
え
て
い
く
取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

  

県
庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課　

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
５
４

お
済
み
で
す
か
？
自
動
車
の
住

所
変
更

　

引
っ
越
し
を
し
た
ら
、
自
動
車

の
納
税
通
知
書
が
遅
れ
て
届
き
慌

て
た
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
引
っ
越
し
や
結
婚
な
ど
で
住

所
や
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す

る
た
め
に
、
次
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
変
更
登
録

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
、
大
島
自
動

車
検
査
登
録
事
務
所

○
住
所
や
名
前
の
変
更
届
け
出

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税

課
か
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

電
子
申
請
（
事
前
登
録
が
必
要
）

ま
た
は
電
話
、
は
が
き
に
よ
る
届

け
出
が
で
き
ま
す
。
届
け
出
用
の

は
が
き
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
県
の
各
地
域

振
興
局
・
支
庁
、
各
市
町
村
役
場

に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

　

大
島
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
９
０

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

　関西ながしま会の第６回交流会を開催
します。
　当日は、長島町から来賓をお迎えし、
故郷の近況などをお聞きして、参加者の
皆さんの親交を『島美人』で深めていた
だきたいと思います。
　関西在住の長島町ゆかりの皆さんが集
う、年１回の「ふるさとデー」です。お
誘いあわせのうえ、ぜひご出席ください。
○日時
　４月 21 日（日）
　受　付　午前 11 時 00 分～
　交流会　午前 11 時 45 分～
　　　　　　　　　午後２時 45 分
○場所
　太閤園　本館ダイヤモンドホール
　大阪市都島区網島町 9‐10
　☎ 06（6356）1110
○会費
　男性 9,000 円
　女性 8,000 円
○交通機関
　・ＪＲ東西線
　　「大阪城北詰駅」下車（３号出入口）
　・京阪「京橋駅」下車（片町口）
　・地下鉄長堀鶴見緑地線
　　「京橋駅」下車（２番出口）
◎問い合わせ先
　関西ながしま会事務局　福嵜健雄
　☎ 072（693）5085

第 6 回関西ながしま会交流会を開催

毎回大盛況となる余興（第５回交流会）
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年の歳月。30 ㍍の枝に花開く100 上揚集落、田島登さん宅のしだれ梅

巣診療所の濵畑所長が受賞

訪問医療に力を注ぐ。
医療功労賞として県が表彰

熟赤土バレイショを賞味して完 農業委員会が長島の特産品を贈呈

　２月中旬、上揚集落の田島登さん宅の梅の花が
満開を迎えました。
　この梅は、鷹巣を走る県道 47 号葛輪瀬戸線の
沿道に咲き誇り、大きな古木３本を含む総数 15
本からなる枝ぶりは約 30 ㍍にもなります。樹齢
は推定 200 年で、登さんの父親がこの枝ぶりを
考えて接ぎ木して 100 年が経過。この時期は、
道行く人やドライバーを癒しています。
　田島さんは「今後も手入れを頑張り、現状の枝
ぶりを維持したい」と意気込みを話しました。

　地域医療や福祉の向上に尽くした人を表彰
する第 41 回医療功労賞（読売新聞社主催）を、
長島町国民健康保険鷹巣診療所の濵畑弘記所
長が受賞されました。
　濵畑所長は、鹿児島大学を卒業後、県内外
の病院に勤務し、平成 13 年に「長島で世話
になった以上、いつかは帰って地域で医療を
やりたい」と新人時代からの夢をかなえ、鷹
巣診療所の所長に就任。診療所では１日 100
人を超える外来診療の傍ら、本島と離島の獅
子島で、体の不自由なかたや独居老人の患者
など、約 90 人の訪問診療に力を注いでいる
ことが評価されました。
　濵畑所長は「医者として在宅看護と見守り
は自分の理念。これからも力を注いでいきた
い」と抱負を話しました。

　長島町農業委員会（山口正成会長）は２月 18 日、
特産品の「赤土バレイショ」40 ㌔を、特別養護
老人ホーム「桃源郷」にプレゼントしました。
　これは、会員 20 人が共同農園で育てたもので、
長島の基幹作物を入所者らに味わっていただこう
との取り組み。山口会長は「たくさん食べて長生
きして」とあいさつしました。入所する 100 歳
の柳迫アキノさんは「ジャガイモ料理は何にして
もおいしい」と喜んでいました。
　このほか、町学校給食センターにも地産地消を
推進しようと提供され、学校で紹介されました。

診療の合間、医師としての理念を話す濵畑鷹巣診療所所長↑

県道 47 号葛輪瀬戸線の沿道に咲き誇る梅の花↓

プレゼントされた「赤土バレイショ」を喜ぶ入所者↑

鷹
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のじゅうたん !? 旬の味緑 アオサの収穫が最盛期

↑網にびっしり付
いたアオサを、船
上の摘取機で収穫

←白瀬集落沖にあ
るアオサの網

　２月に入り、八代海沿岸で養殖される
アオサの収穫が最盛期を迎えています。
　白瀬集落沿岸で養殖する赤嵜昭生さん
は２月７日、午前８時から潮の引き加減
を見ながら総勢５人での収穫作業を開
始。海面に張ってある網には鮮明な緑色
をしたアオサがびっしりとついていまし
た。作業は、" 胴長靴” と呼ばれる防水
着を身にまとい、昭生さんら３人は海に
入り、杭に結んであるロープを外してい
ました。一方、息子の昭吾さんら２人は、
船上に積まれた摘取機でその網を巻き上
げ、アオサは下に準備された容器に次々
と振るい落とされていました。
　昭生さんは「今年は良い生育となった。
特にこの時期のアオサは風味があって最
高。県内外の皆さんにＰＲして消費拡大
に努めていきたい」と自慢のアオサに満
足の様子でした。

業記念に花鉢ケースを製作卒 蔵之元小で森林教室が開催

　鹿児島県北薩地域振興局が実施する森林教室が
２月６日、蔵之元小学校（星野勤校長）で開催さ
れ、同校の５・６年生 16 人が授業を受けました。
　この日は、同振興局の職員と北薩森林組合から
講師３人が訪れ、木が大きくなる仕組みや吸収す
る二酸化炭素量、森林の役割などについて説明を
行いました。
　この後、２人１組になり、間伐材から作られた
木を使って、卒業記念として花鉢を入れるケース
作りの実習体験が行われました。長さの違う材料
を組み合わせて釘で止めていく作業は、材料が丸
いことから釘が曲がるなど悪戦苦闘。なんとか、
約 1 時間かけて作り上げました。
　6 年の長嵜啓志郎くんは「作り上げていく作業
は楽しいけど、釘がうまく打てず難しい」と苦笑
いしていました。材料が丸いことから釘打ちに悪戦苦闘する児童↑
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（　）内は前月比

11,452(   -4)
  5,527(   -6)
  5,925( +2)
  4,463( ± 0)

平成 25 年 2 月 28 日現在

　
「
第
３
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス

タ
」
が
、
3
月
30
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　

主
会
場
と
な
る
「
長
島
サ
ン
セ
ッ

ト
の
丘
」
と
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
の

「
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
」
で
は
、フ
ェ

ス
タ
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、

大
き
く
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
日

を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

　
「
長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
」
で
は

期
間
中
、
蒸
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
配

布
と
、
週
末
に
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　町では、夢と活力のあるまちづくりを目指して、自然豊かな環境に恵
まれた小浜地区に造成した宅地の分譲を行っています。
　この分譲地は、今年度６区画が整備され、すでに２区画の契約が決ま
り、今回は、残りの 4 区画（2,129.87 平方メートル）の購入者を募集
します。申込資格は、居住用の住宅建築用地を必要としており、分譲後、
5 年以内に住宅を建築し、入居できるかたを随時募集しています。

小浜地区宅地分譲地の購入者募集

所　在　地 地目 登記面積 売却価格 参考（約）

蔵之元字小濵 1029 番 3 宅地 425.15 ㎡ 2,318,155 円 128.60 坪
蔵之元字小濵 1031 番 1 宅地 634.14 ㎡ 3,339,448 円 191.82 坪
蔵之元字小濵 1031 番 8 宅地 559.42 ㎡ 3,611,520 円 169.22 坪
蔵之元字小濵 1031 番 9 宅地 511.16 ㎡ 3,583,880 円 154.62 坪

◎申し込み・問い合わせ先
　役場総合管理課　☎ 88-5651［直通］
　役場総務課　☎ 86-1111［直通］

今回募集される小浜地区宅地分譲地

「
第
３
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（
役
場
景
観
推
進
課
景
観
係
）

　
　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

▼「
薩
摩
剣
士
隼
人
」キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

（
２
回
公
演
）

　

日
時　

３
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
、
午
後
２
時

　

場
所　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

▼
春
の
木
市
ｉ
ｎ
な
が
し
ま

　

日
時　

３
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

場
所　

長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

　

内
容　

せ
り
体
験

　
　
　
　

※
先
着
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

▼
フ
ラ
ワ
ー
体
験
教
室

　

日
時　

４
月
７
日
、
21
日
（
日
）

            　

  

午
前
10
時
と
午
後
１
時
30
分
の
２
回

　

場
所　

長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

　

内
容　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
寄

　
　
　
　

せ
植
え
、
押
し
花

　

定
員　

各
20
人

　
参
加
費　

５
０
０
円
～
１
０
０
０
円 

▼
「
花
カ
フ
ェ
」
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

日
時　

４
月
14
日
（
日
）

             　

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

場
所　
「
花
カ
フ
ェ
長
島
」

　
　
　
　
（
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
内
）

　

内
容　

①
花
苗
の
無
料
配
布

　
　
　
　

②
出
店
に
よ
る
特
産
品
販
売

　
　
　
　

③
和
楽
（
和
太
鼓
）
の
演
奏

　
　
　
　

④
蒸
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
配
布

▼
花
あ
そ
び

　

日
時　

期
間
中
の
土
、
日
、
祝
日

             　

 

午
前
11
時
と
午
後
２
時
の
２
回

　

場
所　
「
花
カ
フ
ェ
長
島
」

　
　
　
　
（
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
内
）

　

内
容　

寄
せ
植
え
、
押
し
花
、
こ
け
玉
、

　
　
　
　

リ
ー
ス
づ
く
り

　

料
金　

２
０
０
０
円
（
１
ド
リ
ン
ク
付
き
）

　
　
　
　

※
予
約
が
必
要
で
す
。
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
３
月
に
な
り
、
待
ち
遠
し
か
っ

た
春
の
到
来
を
肌
で
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
、
今
月

３
月
30
日
か
ら
花
フ
ェ
ス
タ
が
始

ま
り
ま
す
。
自
然
の
寒
さ
に
逆
ら

わ
ず
、
じ
っ
と
我
慢
し
て
き
て
い

た
花
ば
な
が
、
日
ご
と
に
背
を
伸

ば
し
、
葉
を
広
げ
て
い
く
の
を
見

る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
町
内

沿
道
の
法
面
に
は
、
張
り
石
が
張

ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
、
石

垣
花
壇
と
花
で
〝
長
島
ら
し
さ
〟

に
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
一
人
一
人
の

景
観
へ
の
思
い
入
れ
が
強
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
″
心
豊
か
な
町
〟
へ

と
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。（
小
屋
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～）

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

 ３/３１ ５ ６

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０   ５/１   ５/２   ５/３   ５/４

１ ２ ３ ４

２０１34
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○よう皮ふ科医院 63-1112
○しみずこども医院 68-0633
○東医院 67-1861
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○しお歯科医院 67-5844
□あすか薬局 63-7322
□あじさい薬局 67-2055
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○奥田蘇明会医院 82-3998
○いまむらクリニック 73-1700
○つかさとクリニック 67-5560
○太田歯科クリニック 84-4700
□いまがま調剤薬局 65-7550
□市民調剤薬局 68-0150
□長島調剤薬局 64-5555
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○門松医院 64-6100
○高尾野診療所 82-0017
○上野歯科医院 63-2306
□フタヤ薬局 67-5253
□高尾野会営薬局 64-2110
□ゆうゆう薬局 73-2907
□しおかぜ薬局 88-6011
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■びん・有害（獅子島 )

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

○平尾診療所 88-2595
○福元医院 67-3200
○山田クリニック 72-0420
○荘記念病院 82-3113
○福原歯科医院 63-2501
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□のぞみ薬局 73-2131
◇出水総合医療センター67-1611

　　　　　昭和の日

○飯尾医院 88-5040
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○北国医院 72-0016
○しもぞのクリニック 63-8300
○村岡歯科医院 62-0601
□クレイン調剤薬局 63-4300
□ D・ML五万石薬局 63-8800
□上野薬局 72-1016
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●４月 29日は昭和の日です。
　昭和の日は、「激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをいたす」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


